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以
前
、
仙
台
・
石
巻
を
訪

れ
た
時
に
、
石
巻
千
石
船
の

会
の
方
か
ら
「
江
戸
時
代
の

物
流
で
北
上
川
の
河
口
の
石

巻
と
利
根
川
河
口
の
銚
子
は
、

共
に
物
資
積
み
替
え
の
物
流

拠
点
で
、
東
北
の
米
を
平
田

船
に
積
ん
で
北
上
川
を
下
り
、

石
巻
で
千
石
船
に
積
み
替
え

数
隻
の
船
団
に
な
っ
て
銚
子

に
向
か
い
、
銚
子
で
高
瀬
船

に
積
み
替
え
て
江
戸
に
向
か

っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
銚
子

と
石
巻
は
友
好
的
な
関
係
が

あ
っ
た
」
と
聞
い
て
い
ま
し

た
が
、
東
遷
以
前
の
水
運
に

つ
い
て
は
あ
ま
り
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
。 

七
月
の
勉
強
会
は
市
民
の

会
の
宮
内
敏
さ
ん
に
よ
る
所

蔵
資
料
か
ら
の
お
話
で
す
。 

要
約
す
る
と
「
①1616

年

お
よ
び1620

年
の
仙
台
米

材
木
運
送
書
か
ら
下
総
国
の

高
田
村
（
銚
子
市
高
田
町
）

が
廻
米
輸
送
に
深
く
関
わ
っ

て
い
る
こ
と
②1620

年
に

仙
台
藩
は
銚
子
ル
ー
ト
を
検

討
し
始
め
た
こ
と
③
東
遷
後

も
暫
く
、
潮
来
と
銚
子
が
両

立
す
る
時
代
が
あ
っ
た
④

1671

年
に
銚
子
が
幕
府
の

御
城
米
の
指
定
寄
港
地
に
な

っ
た
⑤
概
ね1700

年
以
降

頃
か
ら
、
潮
来
の
衰
退
が
顕

著
と
な
り
銚
子
が
栄
え
る
こ

と
に
な
っ
た
」
で
し
た
。 

利
根
川
東
遷
と
い
う
地
形

変
化
が
人
々
の
暮
ら
し
や
歴

史
に
大
き
く
関
わ
っ
て
き
た

こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。 

こ
の
他
、
屏
風
ケ
浦
近
く

の
下
総
台
地
の
入
会
地
の
古

地
図
、土
地
争
い
の
裁
許
状
、

旧
高
田
村
地
籍
図
控
え
な
ど

所
蔵
さ
れ
て
い
る
資
料
を
直

接
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

  

納
涼
会
に

参
加
し
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

出
口 

節 

 

納
涼
会
が
９
月
６
日（
木
）

活
動
連
絡
会
を
兼
ね
て
、
銚

子
駅
近
く
の
「
あ
ぐ
り
」
で

開
催
さ
れ
た
。

参
加
者
は
２3

名
で
、
初
対
面

の
方
２
名
に

お
会
い
し
て
、

「
こ
れ
か
ら

ま
た
一
つ
楽

し
み
が
増
え

た
な
」
と
、
何

と
な
く
嬉
し
く
な
っ
て
き
た
。 

 

今
回
は
幹
事
さ
ん
各
位
の

立
案
で
、
前
回
ま
で
と
は
少

し
異
な
っ
た
進
行
で
あ
っ
た
。 

①
班
長
さ
ん
か
ら
活
動
内
容

に
対
す
る
所
感
が
述
べ
ら
れ

た
こ
と
。「
そ
う
だ
っ
た
な
あ
」

と
再
認
識
し
た
。 

②
今
年
度
の
認
定
ガ
イ
ド
に

登
録
さ
れ
た
３
名
か
ら
の
自

己
紹
介
と
抱
負
。 

③
司
会
の
松
家
さ
ん
か
ら
の

ク
イ
ズ
。（
特
に
次
の
問
い
が

印
象
的
だ
っ
た
） 

問
「
①
縄
文
人
・
②
西
郷
隆

盛
・
③
坂
本
竜
馬
・
④
徳
川

慶
喜
の
４
人
を
身
長
の
高
い

順
に
並
べ
て
く
だ
さ
い
」 

答
「
②
→
③
→
①
→
④
」 

正
答
者
は
２
名
で
、「
何
と

慶
喜
が
１
５
０
㎝
か
あ
」
と

一
同
大
い
に
盛
り
上
り
、
ま

さ
に
納
涼
会
。 

締
め
く
く
り
は
藤
身
さ
ん
。

恒
例
の
マ
ジ
ッ
ク
で
楽
し
く

会
を
締
め
て
く
れ
た
。 

幹
事
さ
ん
、
皆
さ
ん
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

 

9
月
16
日
（
日
）
午
前

9
時
よ
り
、銚
子
ジ
オ
パ
ー

ク
市
民
の
会
と
ナ
ル
ク
銚
子

は
屏
風
ケ
浦
周
辺
の
海
岸
清

掃
を
実
施
し
ま
し
た
。 

今
回
は2020

年
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
準

備
の
一
環
と
し
て

の
ビ
ー
チ
ク
リ
ー

ン
の
た
め
、
県
職

員
２
名
、
市
職
員

数
名
の
方
を
含
め

44
名
の
方
が
参

加
し
ま
し
た
。 

 

マ
リ
ー
ナ
海
水

浴
場
は
い
つ
も
よ

り
ゴ
ミ
が
少
な
か

っ
た
た
め
、
今
回

は
主
に
遊
歩
道
に

沿
っ
て
の
作
業
を

し
ま
し
た
。
夢
中

で
ゴ
ミ
を
拾
い
集

め
て
い
る
皆
さ
ん
の
中
で
、

生
活
用
水
が
流
れ
て
く
る
所

の
ゴ
ミ
を
自
家
製
の
道
具
を

使
っ
て
拾
う
人
や
、
3
人
連

れ
の
親
子
が
岩
と
岩
の
間
の

ゴ
ミ
を
一
生
懸
命
拾
っ
て
い

る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
海

岸
は
す
っ
か
り
き
れ
い
に
な

り
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
は
無
料
見
学
会
の

実
施
で
す
。「
お
客
様
が
、
道

路
３
か
所
に
設
置
し
た
“
ガ

イ
ド
案
内
の
看
板
”
を

見
て
マ
リ
ー
ナ
に
来
て

も
、
受
付
場
所
が
分
か

り
に
く
い
の
で
は
」
と

の
事
で
、
今
回
は
い
つ

も
の 

“
待
つ
ガ
イ
ド
”

を
止
め
て
、
数
人
の
ガ

イ
ド
が
マ
リ
ー
ナ
入
り

口
周
辺
で
、
観
光
客
に 

“
ガ
イ
ド
の
お
誘
い
”

を
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
結
果
は
大
成
功
で
、

ガ
イ
ド
を
希
望
さ
れ
た

方
は
30
名
（
1
名
を

除
き
県
外
の
方
）
と
い

う
最
近
で
は
最
も
多
い

数
で
、
ガ
イ
ド
の
対
応

が
心
配
さ
れ
た
時
が
あ
っ
た

程
で
し
た
。
見
学
希
望
者
の

拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
方

と
そ
れ
に
伴
う
ガ
イ
ド
数
に

つ
い
て
は
今
後
も
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

来
月
は
偶
数
月
で
す
の
で
、

21
日
（
日
）
の
犬
吠
埼
周
辺

に
加
え
て
、
７
日
（
日
）
に

は
海
鹿
島
海
岸
の
清
掃
も
予

定
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
る
よ
う
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。 

  

収
集
ご
み
を
前
に
パ
チ
リ 

           

見
学
者
の
ご
家
族 

 

七
月
の
勉
強
会 

「
利
根
川
東
遷
以
前
の
水
運
」
を
聞
い
て 

 
 

松
家 

英
彦 

屏風ケ浦の海岸清掃と無料見学 会 

藤身 隆雄 


